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概 要

金融政策の上でインフレ率の予測が多くの関心を集めているが、
とりわけ物価変動の転換点は、政策発動のタイミングとの関係が深
く重要と思われる。しかしながら、これまで、物価変動の転換点は、
景気変動の転換点の予測で代用されてきたことが多く、物価変動に
注目した転換点予測の研究は殆どない。ここでは、景気の転換点分
析に用いられるいくつかのアプローチの応用による物価 (CPI(除く
生鮮食品))変動の転換点の識別とその予測を試みた。また、その際、
景気転換点予測のためのスペシフィケーションを物価変動の転換点
予測に用いた場合の予測のパフォーマンスとの比較も行った。実証
結果によれば、各アプローチともある程度の限界を抱えているとは
いえ、日本の CPI(除く生鮮食品)変化率は、いくつかの先行変数と
いくつかのアプローチの利用によってある程度予測できることが示
された。また、物価変動転換点用モデルによる物価変動の転換点予
測は、幾つかの局面で明らかに景気転換点用モデルによる物価変動
の転換点予測より良好なパフォーマンスを示し、物価変動の転換点
を景気転換点とは別個に予測する意義も認められた。
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